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はじめに ～ 緊急時の エネルギ ー 確保と, 再生可能 エ ネルギ ー ～
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石油製品の安定供給と仙台製油所の復興の現状

村松 淳司
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現在, 宮城県をはじめ各自治体では, 被災者に対する復興住宅の仕様策定など, 生活に関わる
復興計画を推進しています.

一

方で , 震災そのものと, 福島第 一 原発事故から, 電気や石油の エ

ネルギ ー 供給の不安定さが維臆となり. 再生可能エ ネルギ ー 等を使用など, エ ネルギ ー の多様化
が重要な開■b 事になって います. 通常の電力供給の電気に頼らない

一

次エ ネルギ ー の推進や ,
電力源の分散化などが, 被災者を始め多くの人の典味の中心になって い手す.

上記 のような背景のもと, 石油学会東北支部は, 被災地にあるエネルギ ー 関連学会として, 住民
の皆さんに生活に密接にかかわるエネルギ ー につ い て , 専門家の立場から, 懇切丁寧に話す機
会を設けることが社会的責雇であると考え, 今回『緊急セミナ ー r 生活に闘わるエネルギ ー 講話｣』
を開催するもの です.

はじめに ～ 緊急時の エネルギ ー 確保と, 再生可能エ ネルギ ー ～

石油学会東北支部 ･ M E L O N 理事 村松 淳司
東日本大震災では ､ 電気 ･ 水道 ･ ガスというライフラインがずたずたとなり､ もっとも早い 復旧をとげた電気ですら､
多くの 県民､ 市民は少なくとも1 週間近い不自由を味わった ｡ 疾病を有する人や障がい者はより深刻な影響を受け
た｡ 大規模災害や緊急時の エ ネルギ ー 供給をどう考えるか ､ 地産地消エネルギ ー とは何か ､ また融通の 利く再生可
能エ ネルギ

ー とは何か｡ さらに ､ 災書復興住宅として採用した方がよい身近なエネルギ ー システムとはどういうもの
か ｡ 初心者向けエネルギ ー 講話を行う｡

石油製品の安定供給と仙台製油所の復興の現状
J X 日鉱日石エネルギ ー ･ 仙台製油所 浅野 英樹

東日本大震災では ､ 電気 ･ 水道 ･ ガスの ほか ､ 灯油やガソリンが手に入りづらくなり､ 少ない資源を求めて ､ 消費者
が長蛇の 列を作るという異常事態が ､ 震災後約2 0 日間 にわたって起こ った ｡ 実際には十分な宜が出回っ ていたが ､
東北の被災地だけでなく東京など多くの 地域で家庭備蓄が進んだためと思われる｡ この中で ､ 東北地区のL P G ､ 灯
油 ､ ガソリンなどを供給する重要な拠点である ､ 仙台製油所がどう復旧し､ 石 油製品の安定供備に貢献したか ､ 3 .

1 1 まで遡って振り返る｡

M E L O N 版復興住宅について
( 公財) みやぎ ･ 環境と< らし ･ ネ ッ トウ ー ク ( 略称 : M E L O N)

M E L O N はこの1 1 月1 日宮城県知事に｢ 宮城県産材を使用した地球環境に優しい復興住宅の 提案｣を振出した｡
それは復興の 大きな柱の ひとつである災宇佐興住宅につ いて地球環境保全の立場から具体的な仕様等を提案し
たものである｡ 本｢ 提案｣ は ､ 宮城県産材を利用した木造住宅の 推進を基本とすること､ ②省エ ネルギ ー と環境負荷
の 低減に貢献すること､ ③緊急 掛 災零時の エネル ギ ー 確保に配慮すること､ ④再生可能エ ネルギ ー

の導入を考慮
すること､ という4 つ の基本的な考え方に基づいて作成されており､ これにつ いて詳述する

太陽光発電に ついて
( 社) 太陽光発電協会 岡林 義 一

M E L O N 提案の 中には ､ 太陽光発電がリストされている｡ 本講話は太陽光発電に ついて ､ その原 乳 特徴や利用
法など､ 具体的に利用者に分かる形で詳述するもの である｡ これまで太腸光発電に つ いて ､ 理解できなかった方や ､
他の 発電や他の太陽光利用方法との 違いが分からなかっ た方に最も適当な講話である｡

家庭用燃料電池について
J X 日鉱白石 エネルギ

ー
･ 東北支店 作能 卓也

M E L O N 提案の中には ､ 太陽光発電ともに ､ 地球温暖化ガス C O 2を発生するようなプロセスである､ 燃料電池もリス
トされている｡ これ はより実情に沿っ た復興住 宅の 提案ということでリストされたものである｡ その 低環境負荷性と､
特にL P G 燃料電池に つ いて ､ その 原理 ､ 特徴 や利用法につ いて詳述する｡ 太陽光発電 ､ 蓄電池との システム 化に
より､ 非常用エ ネルギ ー 源としても有効に使用することができる｡




